
売
上
高
、
営
業
利
益
と
も

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
の
が
明
治

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。
食
品

セ
グ
メ
ン
ト
は
売
上
高
１
・

６
％
減
、
営
業
利
益
０
・
７

％
増
だ
っ
た
が
、
医
薬
品
セ

グ
メ
ン
ト
が
売
上
高
１７
・
９

％
増
（
前
期
比
３
０
２
億
円

増
）
、
営
業
利
益
２９
・
２
％

増
（
３２
億
円
増
）
と
貢
献
、

売
上
高
、
営
業
利
益
と
も
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。

日
本
ハ
ム
は
営
業
利
益
が

約
３
割
減
と
な
っ
た
。
売
上

高
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
に
加

え
、
第
２
四
半
期
決
算
で
台

風
２１
号
と
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
影
響
に
よ
る
棚
卸
資

産
の
評
価
損
、
固
定
資
産
減

損
損
失
を
計
上
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
。
特
に
食
肉

事
業
本
部
の
営
業
利
益
２４
・

２
％
減
（
約
１
１
４
億
円

減
）
が
響
い
た
。

味
の
素
の
売
上
高
は
、
製

薬
カ
ス
タ
ム
サ
ー
ビ
ス
や
医

�������������������������
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６
月
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な

食
品
値
上
げ

が
行
わ
れ
、

海
苔
も
多
い

企
業
で
４
回

目
。
我
慢
し

て
も
２
回
目
の
値
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
今
年

は
海
藻
類
の
不
作
が
目
立

っ
た
▼
海
藻
の
養
殖
や
採

取
は
年
間
を
通
じ
て
全
国

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ワ

カ
メ
業
者
か
ら
聞
い
た
話

で
は
冬
場
（
１２
月
～
３

月
）
の
海
苔
養
殖
で
ワ
カ

メ
収
穫
（
３
～
５
月
）
の

参
考
に
す
る
と
の
こ
と
。

生
態
も
海
域
も
違
う
の
で

経
験
則
だ
が
割
と
当
た

る
。
ほ
か
に
モ
ズ
ク
も
今

年
は
大
不
作
だ
が
同
じ
く

暖
冬
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ア
オ
ノ
リ
も
３

年
ほ
ど
不
作
続
き
で
、
総

じ
て
海
藻
類
は
こ
こ
５
年

ほ
ど
調
子
が
悪
い
▼
不
作

年
は
過
去
何
度
も
訪
れ
て

お
り
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
ま
た
、
養
殖
業
者
の

減
少
や
降
雨
（
栄
養
塩
に

影
響
）
や
台
風
な
ど
不
作

影
響
を
与
え
る
要
因
は
暖

冬
だ
け
で
は
な
い
が
、
こ

こ
ま
で
一
緒
に
な
る
の
も

か
な
り
珍
し
い
▼
実
は
日

本
の
海
苔
が
不
作
の
時
は

中
国
も
韓
国
も
ほ
ぼ
不
作

と
な
る
。
東
ア
ジ
ア
で
共

通
の
気
候
や
海
水
温
の
影

響
だ
ろ
う
が
�
海
は
つ
な

が
っ
て
い
る
�
と
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。
せ
っ
か
く

寿
司
や
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て

海
藻
食
が
世
界
で
広
が
る

中
で
生
産
力
の
こ
れ
以
上

の
低
下
は
避
け
た
い
と
こ

ろ
。
来
年
度
に
期
待
だ
。

日
本
ア
ク
セ
ス
は
、
第
７

次
中
計
（
１８
―
２０
年
度
）
の

重
点
テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
る

次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
し

て
、
小
売
業
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
情
報
卸
」

と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

５
月
３０
日
の
決
算
会
見
で

佐
々
木
淳
一
社
長
は
「
Ｉ
Ｔ

技
術
の
急
速
な
進
化
と
ス
マ

ホ
の
普
及
に
よ
り
、
Ｅ
コ
マ

ー
ス
市
場
の
拡
大
が
進
み
、

リ
ア
ル
店
舗
で
あ
る
小
売
業

も
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
メ
ー
カ
ー
と
小
売
業
を

商
品
と
物
流
で
つ
な
ぐ
従
来

の
食
品
卸
ビ
ジ
ネ
ス
に
加

え
、
次
世
代
の
情
報
卸
と
し

て
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
サ

ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

提
供
し
て
い
く
」
と
語
っ

た
。具

体
的
な
取
り
組
み
で

は
、
子
会
社
の
Ｄ
＆
Ｓ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
実
動
部
隊

と
な
り
、
小
売
業
の
了
解
の

も
と
で
得
た
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
最
適
な
売
場
の
実
現
や

受
発
注
・
在
庫
削
減
、
Ｏ
ｎ

ｅ

Ｔ
ｏ

Ｏ
ｎ
ｅ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
双
方
向
の

顧
客
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
対
応
な
ど
を
支
援
す

る
。「

ク
ー
ポ
ン
ア
プ
リ
の
開

発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
一
括
で
開
発
し
た

り
、
顧
客
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
商
品
・
売
場
づ
く
り
な

ど
、
小
売
業
さ
ま
の
Ｅ
Ｃ
対

応
を
効
率
的
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
が
狙
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
小
売
業
さ
ま
の
売
上
げ
が

上
が
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
卸

事
業
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

く
」
（
中
村
洋
幸
取
締
役
常

務
執
行
役
員
商
品
統
括
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
管
掌
）
。

顧
客
デ
ー
タ
提
供
に
つ
い

て
は
小
売
業
と
の
了
承
の
も

と
、
Ｄ
＆
Ｓ
が
管
理
・
分
析

を
行
う
。
日
本
ア
ク
セ
ス
が

小
売
業
の
デ
ー
タ
に
直
接
関

与
で
き
な
い
ス
キ
ー
ム
に
も

配
慮
す
る
。
今
期
か
ら
数
社

の
小
売
業
と
実
証
実
験
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。

ま
た
、
佐
々
木
社
長
は

「
Ｅ
コ
マ
ー
ス
が
台
頭
す
る

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ

to

Ｂ
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
進
化
さ
せ
、
Ｂ

to
Ｂ

to

Ｃ
に
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
同
社
の
物
流
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
Ｅ
Ｃ
ビ

ジ
ネ
ス
の
展
開
を
進
め
る
方

針
を
披
露
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年

１
月
か
ら
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
マ

ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
に
出
店

し
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
常
温

商
品
「
ｍ
ｉ
ｗ
ａ
ｂ
ｉ
」
の

販
売
を
開
始
。
６
月
か
ら
は

低
温
品
の
取
り
扱
い
も
広
げ

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ

ー
な
ど
Ｂ

to
Ｂ

to
Ｃ
で
の

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を
担
う

物
流
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
や
、

Ｅ
Ｃ
事
業
者
と
連
携
し
た
ミ

ー
ル
キ
ッ
ト
の
デ
リ
バ
リ
ー

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。そ

の
ほ
か
、
今
年
度
の
重

点
施
策
と
し
て
、
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
生
鮮
デ
リ

カ
、
乾
物
乾
麺
な
ど
の
「
商

品
開
発
と
販
売
強
化
」
、
フ

ル
ラ
イ
ン
卸
戦
略
に
お
け
る

「
酒
類
・
菓
子
事
業
の
強

化
」
、
川
上
・
川
中
の
仕
入

れ
効
率
化
を
推
進
す
る
「
温

度
帯
別
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

戦
略
の
実
行
」
、
「
外
食
・

海
外
事
業
の
拡
大
」
を
進
め

る
方
針
。

佐
々
木
社
長
は
「
ト
ッ
プ

ラ
イ
ン
の
拡
大
が
難
し
い
中

で
、
フ
ル
ラ
イ
ン
戦
略
に
お

け
る
イ
ン
ス
ト
ア
シ
ェ
ア
拡

大
は
重
要
テ
ー
マ
で
あ
り
、

酒
類
・
菓
子
事
業
は
Ｍ
＆
Ａ

や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
も
含
め
た

事
業
拡
大
を
進
め
る
。
ド
ラ

イ
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
伸

ば
す
余
地
は
あ
り
、
限
界
利

益
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
売
上
げ
・
利
益
の
拡
大
を

目
指
す
」
と
語
っ
た
。

佐々木社長

１９
年
３
月
期
売
上
高
上
位
２０
社
（
非
上
場
除
く
）
の
連
結
業
績
は
、

増
収
１６
社
、
増
益
８
社
で
、
増
収
増
益
は
７
社
だ
っ
た
。
売
上
げ
は
順

調
に
伸
び
た
が
、
原
価
高
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ス
ト
増
や
減
損
損
失
計

上
な
ど
が
響
き
、
減
益
は
１８
年
３
月
期
の
７
社
か
ら
１２
社
に
増
加
。
増

益
組
で
も
２
ケ
タ
増
益
は
２
社
に
と
ど
ま
る
厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
。

薬
用
・
食
品
用
ア
ミ
ノ
酸
が

大
幅
増
収
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
海
外
の
冷
凍
食
品
や
調

味
料
・
加
工
食
品
が
貢
献
し

た
が
、
事
業
利
益
は
国
内
の

冷
凍
食
品
や
コ
ー
ヒ
ー
類
が

大
幅
な
減
益
と
な
っ
た
こ

と
、
持
分
法
に
よ
る
損
益
に

プ
ロ
マ
シ
ド
ー
ル
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
社
（
Ｐ
Ｈ
社
）

の
商
標
権
に
か
か
る
減
損
損

失
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
営
業
利
益
が

４２
％
増
と
な
っ
た
日
清
オ
イ

リ
オ
グ
ル
ー
プ
は
、
油
脂
・

油
糧
お
よ
び
加
工
食
品
事
業

が
売
上
高
７
・
１
％
増
（
２

千
３
８
４
億
円
）
、
営
業
利

益
１
３
６
・
８
％
増
（
７５
億

円
）
と
牽
引
し
た
。
ミ
ー
ル

が
安
定
し
て
い
た
こ
と
に
加

え
、
油
脂
・
加
工
食
品
は
原

材
料
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適

正
価
格
で
の
販
売
、
付
加
価

値
品
の
拡
販
が
奏
功
し
、
大

幅
増
益
に
つ
な
げ
た
。
営
業

利
益
２
ケ
タ
増
と
な
っ
た
日

本
製
粉
は
、
売
上
げ
増
に
よ

る
利
益
拡
大
な
ど
に
よ
り
、

製
粉
・
食
品
・
そ
の
他
事
業

と
も
に
増
益
と
な
っ
た
。

一
方
、
伊
藤
ハ
ム
米
久
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
マ
ル
ハ

ニ
チ
ロ
、
日
清
食
品
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
江
崎
グ
リ
コ

は
２
ケ
タ
減
益
。
３
割
減
と

な
っ
た
伊
藤
ハ
ム
米
久
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
加
工
食

品
事
業
（
２６
・
５
％
減
）
、

食
肉
事
業
（
３５
・
６
％
減
）

と
い
う
主
力
部
門
の
減
益
が

響
い
た
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
は
、
加
工

事
業
（
１８
・
８
％
増
）
が
利

益
貢
献
し
た
も
の
の
、
商
事

事
業
（
３１
・
１
％
減
）
、
海

外
事
業
（
１７
・
４
％
減
）
の

減
益
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
。
日

清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
売
上
収
益
は
内
外
各
セ
グ

メ
ン
ト
と
も
順
調
に
伸
ば
し

た
が
、
利
益
面
は
売
上
原
価

（
４
・
６
％
増
）
、
物
流
費

（
８
・
６
％
増
）
、
販
管
費

（
２
・
１
％
増
）
な
ど
が
増

加
し
た
こ
と
に
加
え
、
米
州

地
域
セ
グ
メ
ン
ト
に
米
国
日

清
の
固
定
資
産
減
損
損
失
を

計
上
し
た
こ
と
な
ど
が
要

因
。
江
崎
グ
リ
コ
は
、
積
極

的
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
海

外
セ
グ
メ
ン
ト
と
国
内
セ
グ

メ
ン
ト
の
減
益
が
要
因
。

２０
年
３
月
期
は
各
社
と
も

順
調
に
収
益
を
伸
ば
す
見
通

し
。
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
本

社
、
不
二
製
油
グ
ル
ー
プ
本

社
の
増
収
要
因
は
、
い
ず
れ

も
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
も
の
。
日

清
製
粉
グ
ル
ー
プ
本
社
は
ア

ラ
イ
ド
・
ピ
ナ
ク
ル
、
ト
オ

カ
ツ
フ
ー
ズ
の
買
収
効
果
、

不
二
製
油
グ
ル
ー
プ
本
社
は

業
務
用
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
米

国
ブ
ル
マ
ー
社
の
新
規
連
結

が
主
因
。
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
今
期
、
営
業
利
益

１
千
億
円
に
挑
戦
す
る
。

移
し
て
い
た
相
場
は
１８
年
度

後
半
か
ら
上
昇
傾
向
を
強
め

て
お
り
、
足
元
で
は
１
千
６

０
０
～
１
千
８
０
０
�
に
急

騰
し
て
い
る
。

通
関
統
計
を
見
て
も
、
搾

油
ご
ま
の
輸
入
価
格
上
昇
は

顕
著
。
日
本
の
平
均
通
関
価

格
は
１７
年
度
平
均
１
千
�
／

ｔ
が
、
１８
年
度
平
均
は
１
千

２
５
０
�
／
ｔ
に
上
昇
。
１９

年
度
は
、
１８
年
後
半
に
買
い

付
け
た
高
値
原
料
が
入
っ
て

く
る
た
め
、
今
期
の
平
均
輸

入
価
格
は
１
千
６
０
０
�
水

準
に
高
騰
す
る
の
が
確
実
と

な
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
業
務
用
ご
ま

油
は
今
年
２
月
か
ら
価
格
を

改
定
。
家
庭
用
製
品
も
今
後

の
動
向
を
見
極
め
て
い
く
と

し
て
い
た
が
、
原
料
状
況
の

悪
化
を
受
け
て
、
ト
ッ
プ
メ

ー
カ
ー
と
し
て
他
社
に
先
駆

け
て
値
上
げ
に
踏
み
切
る
。

先
月
２９
日
の
ア
ナ
リ
ス
ト

向
け
決
算
説
明
会
で
、
小
澤

二
郎
社
長
は
「
原
料
状
況
が

悪
化
し
て
お
り
、
家
庭
用
製

品
に
つ
い
て
も
７
月
か
ら
値

上
げ
を
実
施
す
る
。
拡
売
条

件
の
見
直
し
に
よ
る
、
数
量

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

が
、
し
っ
か
り
と
状
況
を
説

明
し
、
覚
悟
を
持
っ
て
適
正

価
格
の
構
築
に
努
め
る
」
と

語
っ
た
。

需
要
回
復
や
、
ト
ル
コ
や
欧

米
の
買
い
付
け
意
欲
も
堅
調

で
、
ト
ン
１
千
�
近
辺
で
推

か
ど
や
製
油
は
、
ご
ま
原

料
相
場
の
高
騰
や
物
流
費
・

資
材
コ
ス
ト
の
上
昇
を
受
け

て
、
７
月
か
ら
家
庭
用
ご
ま

油
製
品
の
値
上
げ
に
踏
み
切

る
。
値
上
げ
幅
は
１０
％
程
度

で
、
拡
売
条
件
の
見
直
し
で

対
応
す
る
。

今
期
連
結
決
算
予
想
は
売

上
高
３
５
０
億
円
、
前
期
比

１
・
８
％
の
増
収
に
対
し
、

営
業
利
益
は
２６
億
円
、
前
期

比
３８
・
１
％
減
の
大
幅
減
益

を
見
込
む
。
袖
ヶ
浦
新
工
場

の
償
却
負
担
増
も
あ
る
が
、

ご
ま
原
料
価
格
の
高
騰
に
よ

る
原
価
上
昇
に
よ
る
収
益
圧

迫
を
織
り
込
ん
だ
も
の
。

ご
ま
の
原
料
相
場
は
、
イ

ン
ド
産
の
減
産
を
受
け
て
ア

フ
リ
カ
産
に
買
い
が
集
中
。

最
大
輸
入
国
で
あ
る
中
国
の
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チ
ョ
ー
ヤ
梅
酒
は
５
月
３１
日

か
ら
、
本
年
度
の
紀
州
産
南
高

梅
の
漬
け
込
み
作
業
を
開
始
し

た
。
こ
の
作
業
は
梅
の
実
の
肥

大
状
況
を
見
な
が
ら
、
「
梅
酒

の
日
」
で
あ
る
「
入
梅
の
日
」

（
今
年
は
６
月
１１
日
）
前
後
を

ピ
ー
ク
に
１
か
月
ほ
ど
続
く
。

和
歌
山
県
の
梅
の
主
要
産
地

で
は
、
梅
花
の
満
開
期
は
海
岸

部
で
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
、
山
間

部
で
は
１０
日
以
上
早
ま
っ
た
。

開
花
期
に
比
較
的
暖
か
い
日
が

続
い
た
た
め
、
ミ
ツ
バ
チ
に
よ

る
受
粉
が
お
お
む
ね
良
好
に
進

み
、
順
調
に
着
果
し
た
。
３
～

４
月
に
雨
量
が
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
４
月
下
旬
と
５
月
中
旬

に
雨
に
恵
ま
れ
、
平
年
並
み
の

梅
の
作
柄
を
見
込
ん
で
い
る
。

国
内
に
梅
の
品
種
は
多
数
あ

る
が
、
同
社
で
は
原
料
の
８
割

以
上
を
果
肉
が
厚
く
、
酸
度
が

高
い
紀
州
産
南
高
梅
が
占
め
、

そ
の
ほ
か
古
城
梅
、
白
加
賀
梅

な
ど
数
品
種
の
国
産
梅
の
み
を

使
用
し
て
い
る
。
生
産
者
で
手

摘
み
さ
れ
た
梅
は
Ｊ
Ａ
を
通
し

て
入
荷
。
工
場
で
洗
浄
後
、
最

大
１０
万
Ｌ
の
特
注
熟
成
タ
ン
ク

で
仕
込
む
。
タ
ン
ク
は
伊
賀
上

野
工
場
、
紀
州
工
場
、
大
阪
川

向
工
場
合
わ
せ
て
４
４
６
基
あ

り
、
梅
の
産
地
や
品
種
、
熟
度

ご
と
に
管
理
し
、
１
年
以
上
じ

っ
く
り
熟
成
さ
せ
る
。

仕込み作業の様子

日本アクセス

次
世
代�
情
報
卸
�構
想

小
売
業
の
Ｅ
Ｃ
対
応
を
支
援

家
庭
用

ご
ま
油

７
月
か
ら
値
上
げ
へ
か
ど
や
製
油
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��
南南
高高
梅梅
��漬漬
けけ
込込
みみ
開開
始始

チョーヤ梅酒

コ
ス
ト
増
、減
損
な
ど
影
響

売
上
げ
は

順
調
増
も

増増
益益
８８
社社
にに
とと
どど
まま
るる

食品大手１９年３月期業績

※金額単位・百万円。益率は売上高営業利益率。今期売上高・営業益は期初予想数値
＊味の素、日本ハム、日清食品ホールディングスはＩＦＲＳ（国際財務報告基準）
＊味の素の営業益欄には事業利益を記載
＊日清食品ホールディングスの売上高欄には売上収益を記載
＊日本ハムの今期営業益欄には事業利益を記載
＊江崎グリコは今期、決算期を３月期から１２月期に変更

１８，５００２９９，０００５．９％７．８％増１７，５５９１．６％増２９６，６９５ハウス食品Ｇ本社２０

２４，０００４３０，０００６．２％９．５％減１８，５２５２．２％減３００，８４４不二製油Ｇ本社１９

１２，０００３５０，０００３．４％１１．５％増１１，２２２３．７％増３３５，３９９日本製粉１８

１２，０００３４５，０００３．８％４２．３％増１２，９４８１．５％増３４３，０５９日清オイリオ１７

＊１６，２００＊２９２，０００４．８％１７．８％減１６，７４６０．９％減３５０，２７０江崎グリコ１６

２７，０００４２０，０００５．９％１１．２％減２３，６６１３．２％増４０１，０６４東洋水産１５

４８，５００４２０，０００１１．３％５．５％増４５，８４６１．４％増４０７，０１７ヤクルト本社１４

１４，１００４３７，７００３．２％０．３％増１３，１６８４．７％増４１３，０２３プリマハム１３

＊３７，０００＊４６５，０００６．４％１７．６％減＊２８，９６７２．３％増＊４５０，９８４日清食品ＨＤ１２

３９，７００４７３，５００８．５％５．２％増３８，４１７５．３％増４５３，５６５キッコーマン１１

３０，０００７２５，０００４．８％１．０％減２６，９１６４．７％増５６５，３４３日清製粉Ｇ本社１０

３０，５００５９８，０００５．１％１．３％減２９，５１１２．１％増５８０，１４１ニチレイ９

２３，０００５９３，０００３．８％３．０％増２２，３３１１．４％減５８３，５８２森永乳業８

１８，０００６１５，０００２．９％１１．０％減１７，２３０１．２％増６０３，３７８雪印メグミルク７

２４，０００７１０，０００３．１％６．７％減２１，６８５５．１％増７１２，１１１日本水産６

１８，０００８８０，０００１．７％３２．８％減１４，４９４２．３％増８５０，７２１伊藤ハム米久ＨＤ５

２５，５００９４０，０００２．４％１１．２％減２１，７５８０．４％増９２２，４６８マルハニチロ４

＊９７，０００＊１，１７１，０００８．２％３．２％減＊９２，６３５１．１％増＊１，１２７，４８３味の素３

＊４０，０００＊１，２８０，０００２．６％２９．６％減＊３２，２６５１．９％減＊１，２３４，１８０日本ハム２

１０８，０００１，３０９，０００７．８％３．９％増９８，３８３１．１％増１，２５４，３８０明治ＨＤ１

今期営業益今期売上高益率前年比前期営業益前年比前期売上高会社名

１９年３月期決算上場売上高上位２０社

小澤社長

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
社
会
問
題
に
」

（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
特
集

４
～
８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容
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